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主

な

内

容　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
４
年
ア
ナ
キ
ズ
ム
カ
レ
ン
ダ
ー
発
売  

…
１

報
告
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ク
ー
ン
氏
…
２

河
西
蔵
書
が
収
納
完
了
…
…
…
…
４

２
０
１
３
年
大
杉
栄
ら
刊
行
物
リ
ス
ト
…
５

和
田
久
太
郎
の
は
え
あ
る
と
き
Ⅲ 

…
…
６

ア
ナ
キ
ズ
ム
カ
レ
ン
ダ
ー
発
売
！

　
２
０
１
４
年
版
は
「
ギ
ロ
チ
ン
社
事
件
」

　

大
変
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
恒

例
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
１
４

年
版
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
版
の
テ
ー
マ
は
「
ギ
ロ
チ

ン
社
事
件
」。
１
９
２
３
年
に
大
杉
栄
が

虐
殺
さ
れ
、
そ
の
仇
討
ち
と
し
て
、
中
濱

鐵
と
古
田
大
次
郎
ら
を
中
心
と
し
て
活
動

し
て
き
た
ギ
ロ
チ
ン
社
と
、
大
杉
が
主
宰

し
て
い
た
労
働
運
動
社
の
和
田
久
太
郎
と

村
木
源
次
郎
が
合
流
、
関
東
大
震
災
時
の

戒
厳
司
令
官
で
あ
っ
た
福
田
雅
太
郎
大
将

を
狙
撃
し
た
の
が
１
９
２
４
年
。
そ
れ
か

ら
９
０
年
と
な
り
ま
す
。

　

登
場
人
物
た
ち
は
、
中
濱
鐵
、
古
田
大

次
郎
、
和
田
久
太
郎
、
村
木
源
次
郎
、
仲

喜
一
、
倉
地
啓
司
、
小
西
次
郎
、
逸
見
直

造
・
吉
三
、
筬
部
治
之
助
、
山
田
正
一
、

小
西
武
夫
、
新
谷
與
一
郎
。
こ
の
12
人
を

取
り
上
げ
て
い
る
も
の
の
、
ギ
ロ
チ
ン
社

自
体
が
極
め
て
不
定
形
な
共
同
生
活
体
の

よ
う
な
も
の
か
ら
出
発
し
、
い
く
つ
も
の

名
称
を
便
宜
的
に
使
い
分
け
て
い
る
こ
と

か
ら
、
誰
が
メ
ン
バ
ー
か
と
い
う
こ
と
は

あ
ま
り
意
味
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
濃
淡
こ
そ
あ
れ
、
一
連
の
事
件
に

関
係
し
た
こ
と
に
よ
り
彼
ら
は
歴
史
に
名

を
と
ど
め
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
、
彼

ら
の
事
件
を
包
括
し
て
「
ギ
ロ
チ
ン
社
事

件
」
と
し
て
扱
い
ま
し
た
。
そ
の
重
層
性

頒
価
一
二
〇
〇
円
（
会
員
頒
価
一
〇
〇
〇

円
）、
送
料
１
部
80
円

【
取
扱
店
舗
】
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
リ
ズ
ム
・

ア
サ
イ
ラ
ム
、
模
索
舎
（
新
宿
）、
古
書

り
ぶ
る
り
べ
ろ（
神
保
町
）、三
月
書
房（
京

都
）
ほ
か

【
購
入
方
法
】
①
郵
便
振
替
（
Ａ
文
献
セ

ン
タ
ー
口
座
・
本
紙
奥
付
記
載
）
に
部
数
、

氏
名
住
所
を
ご
記
入
の
上
、
送
料
込
の
値

段
を
ご
送
金
②
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
販
売
ペ
ー

ジ
で
購
入http://cira-japana.net/

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
各
月
内
容
】

１
月
＝
ギ
ロ
チ
ン
社
相
関
図
＋
各
事
件
と

被
告
人
た
ち

２
月
＝
中
濱
鐵

３
月
＝
古
田
大
次
郎
（
一
）

４
月
＝
仲
喜
一
・
倉
地
啓
司
・
小

西
次
郎

５
月
＝
逸
見
直
造
・
吉
三
（
特
別

寄
稿
：
酒
井
隆
史
「
大
阪
時
代
の

和
田
久
太
郎
」）

６
月
＝
和
田
久
太
郎
（
一
）

７
月
＝
村
木
源
次
郎

８
月
＝
ギ
ロ
チ
ン
社
事
件

９
月
＝
筬
部
治
之
助
・
山
田
正
一
・

小
西
武
夫

10
月
＝
古
田
大
次
郎
（
二
）

11
月
＝
和
田
久
太
郎
（
二
）

12
月
＝
新
谷
與
一
郎

【
仕
様
】
Ａ
４
サ
イ
ズ
、28
ペ
ー
ジ
、
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11
月
16
日
、
東
京
新
宿
区
の
四
谷
区
民

ホ
ー
ル
に
て
、「
大
杉
栄
・
伊
藤
野
枝
没

後
90
年
集
会
」（
主
催
：
同
実
行
委
員
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
田
昌
国
さ
ん
が
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
予

言
」
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
大
杉
栄
の

先
駆
的
な
当
時
の
社
会
主
義
批
判
な
ど
に

触
れ
て
、
権
威
主
義
的
・
中
央
集
権
的
で

は
な
い
運
動
の
重
要
性
な
ど
を
指
摘
し
ま

し
た
。

　

講
演
の
あ
と
、
中
濱
鐵
や
古
田
大
次
郎

ら
大
正
ギ
ロ
チ
ン
社
の
活
動
を
描
い
た
映

画「
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
ク
ッ
」

（
監
督
・
山
田
勇
男
、
主
演
・
中
村
榮
美
子
、

寺
十
吾
）
が
初
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
同
映
画
の
初
上
映
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
多
数
が
来
場
。
途
中
、

震
度
３
の
地
震
が
発
生
し
て
映
画
が
中
断

す
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
含
め
て
、
90
周
年
に
相
応
し

い
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、
明
治
大
学
に
て
ガ
ブ
リ
エ

ル
・
ク
ー
ン
氏
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
た
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ナ
ー

キ
ズ
ム
の
過
去
・
現
在
・
未
来
～
世
界
と

ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
た
め
に
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
飛
矢
崎
雅
也
氏
「
戦
争
と
革

命
の
あ
い
だ
〈
生
の
拡
充
〉
の
射
程
」、

栗
原
康
氏
「
蜂
起
の
思
想

－

大
杉
栄
の
米

騒
動
論
」 

、
田
中
ひ
か
る
氏
「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
か
ら
見
た
日
本
」 
、

樋
口
拓
朗
氏
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ナ
ー
キ

ズ
ム
と
地
球
意
志

－

東
洋
の
共
振
か
ら
の

示
唆
」、ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ク
ー
ン
氏「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
ア
ジ
ア
」 

の
５

氏
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
今
号
で
ガ
ブ
リ
エ
ル
氏
、

次
号
で
田
中
ひ
か
る
氏
の
報
告
要
旨
を
掲

載
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
の
報
告
や
ガ
ブ

リ
エ
ル
氏
の
滞
在
の
模
様
な
ど
を
収
め
た

出
版
物
も
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

報
告
概
要
／
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ク
ー
ン

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ナ
ー

キ
ズ
ム
と
ア
ジ
ア
」

が
復
活
す
る
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
。

　

⒝
現
代
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
運
動
は
、
歴
史

上
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
［
１
９
４
５
年
以

前
］
か
ら
わ
ず
か
し
か
影
響
を
受
け
て
い

な
い
。
む
し
ろ
、
現
代
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム

運
動
が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
い

る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
60
年
代
終
わ
り
に
起
き
た
反

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
抗
議
運
動
、
過
去
数
発
売
十

年
に
起
き
た
様
々
な
社
会
運
動
（
と
り
わ

け
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
、
ク
イ
ア
運
動
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
、
動
物
の
権
利
を
擁
護

す
る
運
動
が
挙
げ
ら
れ
る
）、
ソ
連
崩
壊

後
に
起
き
た
、
反
権
威
主
義
的
で
水
平
方

向
で
結
び
つ
く
組
織
を
志
向
す
る
強
い
感

覚
、
サ
パ
テ
ィ
ス
タ
や
ブ
ラ
ジ
ル
の
土
地

な
き
農
業
労
働
者
の
運
動
の
よ
う
な
ポ
ス

ト
植
民
地
主
義
時
代
の
第
三
世
界
の
運
動

な
ど
で
あ
る
。

　

⒞
こ
の
よ
う
に
し
て
展
開
し
て
き
て
い

る
現
代
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
し

ば
し
ば
「
階
級
闘
争
を
志
向
す
る
ア
ナ
ー

キ
ス
ト
」
と
「
新
し
い
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
」

も
し
く
は
、デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
グ
レ
ー
バ
ー

の
言
葉
を
使
え
ば
「
大
文
字
の
ア
ナ
ー
キ

ス
ト
」
と
「
小
文
字
の
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
」

と
の
あ
い
だ
で
対
立
・
紛
争
が
起
き
て
い

イ
ベ
ン
ト
報
告

大
杉
栄
・
伊
藤
野
枝

没
後
90
年
集
会
開
催

イ
ベ
ン
ト
報
告

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ナ
ー

キ
ズ
ム
の
過
去
・
現
在
・

未
来
～
世
界
と
ア
ジ

ア
を
つ
な
ぐ
た
め
に
」

　

わ
た
し
の
報
告
は
以
下
の
４
つ
の
コ
メ

ン
ト
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　

１
、
現
代
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
現
状
に

つ
い
て
全
般
的
な
コ
メ
ン
ト

　

２
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
運
動
と
し
て
の
ア

ナ
ー
キ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

　

３
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ナ
ー
キ

ズ
ム
に
関
わ
り
ア
ジ
ア
が
果
た
す
特
別
の

役
割
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

　

４
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に

展
開
す
る
た
め
の
挑
戦
に
つ
い
て
の
コ
メ

ン
ト

　

以
上
４
つ
の
コ
メ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
中

で
、
以
下
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
指
摘

を
行
う
。

１
、
現
代
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
現
状
に
つ

い
て
全
般
的
な
コ
メ
ン
ト

　

⒜
90
年
代
終
わ
り
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
レ
ベ
ル
で
強
力
な
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
運
動
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る
。

　

⒟
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
運
動
の
復
活
は
、
活

動
家
と
研
究
者
に
よ
る
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に

関
す
る
活
発
な
議
論
を
生
み
出
す
ば
か
り

で
な
く
、多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（「
フ
ー

ド
・
ノ
ッ
ト
・
ボ
ム
ズ
」、「
ノ
ー
・
ワ

ン
・
イ
ズ
・
イ
リ
ー
ガ
ル
」、
イ
ン
フ
ォ

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
世
界
規
模
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
）、
社
会
運
動
（
反
緊
縮
財

政
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
オ
キ
ュ
パ
イ
運
動
な

ど
）
に
活
力
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
運
動
の
ほ
と
ん
ど
は
、

ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
原
則
か
ら
影
響
を
受
け

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
の
復
活
は
、
国
家
と
い
う
シ
ス
テ
ム
や

グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
本
主
義
を
本
質
的
に
弱

体
化
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

わ
た
し
が
考
え
て
い
る
、
現
代
ア
ナ
ー

キ
ズ
ム
を
議
論
す
る
上

で
の
枠
組
み
と
は
、
以

上
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。

２
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
運

動
と
し
て
の
ア
ナ
ー
キ

ズ
ム
に
つ
い
て

　

ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
は
よ

く
「
西
欧
」
の
運
動
で
あ
る
と
批
判
さ
れ

る
。な
ぜ
な
ら
代
表
的
な
思
想
家（
バ
ク
ー

ニ
ン
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
、
モ
ス
ト
、
マ
ラ

テ
ス
タ
な
ど
）
は
そ
の
理
論
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
北
米
に
お
け
る
社
会
発
展
の
文
脈
の

中
で
展
開
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
認
識
と
批
判
に
対
す
る
回
答
と
し
て

は
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
選
択
肢
が

あ
り
得
る
。

　

⒜
そ
の
よ
う
な
認
識
と
批
判
は
適
切
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主

義
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
、
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
は
拒
絶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

⒝
そ
の
よ
う
な
認
識
と
批
判
は
適
切
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
運
動

は
意
識
的
に
そ
の
西
欧
的
な
特
質
を
捨
て

去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

⒞
そ
の
よ
う
な
認
識
と
批
判
は
適
切
で

あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
自
ら
を
ア
ナ
ー

キ
ス
ト
と
規
定
す
る
人
々
に
よ
る
運
動
に

つ
い
て
の
み
あ
て
は
ま
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
西
欧
以
外
の
世
界
に
お
い
て
は
、
反

権
威
主
義
的
な
諸
運
動
の
伝
統
が
常
に
無

数
に
存
在
し
て
き
た
。
今
日
の
ア
ナ
ー
キ

ズ
ム
は
こ
れ
ら
諸
運
動
と
一
体
と
な
る
べ

き
で
あ
る
。

　

⒟
そ
の
よ
う
な
認
識
と
批
判
は
適
切
で

は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
は
、

当
初
か
ら
西
欧
以
外
の
世
界
に
拡
大
し
た

か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
地
域
は
革
命
的

な
運
動
に
お
け
る
重
要
な
勢
力
と
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
（
と
り
わ
け
ラ
テ
ン･

ア
メ

リ
カ
、
東
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
北
部
と
南
部

の
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
）。

　

⒠
そ
の
よ
う
な
認
識
と
批
判
は
適
切
で

は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
は

当
初
か
ら
西
欧
以
外
の
地
域
に
拡
大
し
た

か
ら
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
地
域

に
お
け
る
社
会
発
展
に
よ
っ
て
も
影
響
を

受
け
た
か
ら
で
あ
る
。

　

わ
た
し
は
、
以
上
の
よ
う
な
い
く

つ
か
の
回
答
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ

議
論
を
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
私
た
ち
が
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア

ナ
ー
キ
ズ
ム
に
見
出
し
て
い
る
可
能
性

は
、
以
上
挙
げ
た
諸
回
答
に
つ
い
て
私
た

ち
が
抱
く
見
解
次
第
で
大
き
く
変
わ
り
う

る
か
ら
で
あ
る
。 

３
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
に
関
わ
り
ア
ジ
ア
が
果
た
す
特
別
の
役

割
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

　

⒜
過
去
数
十
年
に
わ
た
り
、
20
世
紀
初

頭
に
お
け
る
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
の
革
命

運
動
に
と
っ
て
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
が
い
ま

だ
知
ら
れ
て
い
な
い
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
［
主
に
西
欧
言
語
の
世
界
で
］

強
く
指
摘
さ
れ
続
け
て
き
た
。
よ
り
多
く

の
調
査
お
よ
び
「
西
」
と
「
東
」
の
研
究

者
に
よ
る
共
同
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
の
歴

史
上
の
時
期
に
つ
い
て
の
私
た
ち
の
理
解

を
鋭
敏
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

⒝
近
年
、
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
を
超
え

た
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム

が
高
揚
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
強

力
な
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
運
動
が
含
ま
れ
て
い

る
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
現
代
の
ア
ナ
ー
キ

ズ
ム
運
動
は
し
ば
し
ば
「
小
文
字
の
ア

ナ
ー
キ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
ア
ナ
ー

キ
ズ
ム
の
特
徴
を
強
く
も
つ
。［
こ
う
い
っ

ガブリエル・クーン新著
「海賊旗を掲げて」（夜光社）
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た
「
小
文
字
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」
は
過
去

の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
関
心
を
持
っ
て
い
な

い
、
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
］
だ
が
、
そ
れ

ら
の
運
動
の
担
い
手
が
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム

の
歴
史
に
対
す
る
強
い
関
心
も
抱
い
て
い

る
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
る
。

４
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展

開
す
る
た
め
の
挑
戦
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン

ト
　

⒜
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
同
士
が
グ
ロ
ー
バ
ル

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
く

上
で
は
、
言
語
、
資
金
、
そ
し
て
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

と
り
わ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
と
い

う
き
わ
め
て
実
務
的
な
諸
問
題
に
つ
い
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

⒝
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ
ル
で
の
ア
ナ
ー

キ
ス
ト
に
よ
る
連
帯
は
、
地
域
お
よ
び
領

域
レ
ベ
ル
で
の
連
帯
が
果
た
す
役
に
関
し

て
議
論
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を

グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
と
す
る
た
め
に
議
論

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

⒞
わ
た
し
た
ち
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ

ベ
ル
で
の
連
帯
に
関
す
る
モ
デ
ル
に
つ
い

て
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
超
え
て
連
帯
す

る
可
能
性
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
者
が
可
能
か
。
フ
ォ
ー
マ
ル

あ
る
い
は
組
織
に
よ
る
同
盟
を
作
り
出
す

こ
と
は
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
原
則
を
踏
み
に

じ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

⒟
わ
た
し
た
ち
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
反

権
威
主
義
的
な
諸
運
動
が
構
築
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
「
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
」

「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
レ
ッ
テ
ル

を
貼
る
こ
と
＝
そ
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
行
為
は
、
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
運
動
を
強
化
す
る
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い

は
弱
め
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
。

　

⒠
と
り
わ
け
、
も
し
わ
た
し
た
ち
が

「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」
と
い
う
呼
称
を
用
い

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
と
す
れ

ば
、
私
た
ち
は
、
こ
の
言
葉
を
ど
の
よ
う

に
使
う
の
か
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
ア

ナ
ー
キ
ズ
ム
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
る

の
か
、
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

⒡
国
境
を
越
え
た
有
益
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
を
作
り
出
す
た
め
に

は
、
帝
国
主
義
、
植
民
地
主
義
、
そ
し
て

人
種
差
別
の
歴
史
を
常
に
念
頭
に
置
き
、

ア
ナ
ー
キ
ス
ト
同
士
で
こ
の
問
題
を
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

⒢
帝
国
主
義
と
植
民
地
主
義
の
歴
史
を

念
頭
に
置
く
の
で
あ
れ
ば
、
様
々
な
領

域
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
国
民
国

家
の
登
場
に
関
す
る
問
題
も
議
論
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
地
球
上
の
様
々

な
領
域
ご
と
に
、
議
論
の
歴
史
的･

政
治

的
な
文
脈
は
き
わ
め
て
異
な
る
か
ら
で
あ

る
。

　

⒣
運
動
内
部
に
お
け
る
［
た
と
え
ば
南

北
問
題
の
よ
う
な
］
経
済
的
な
不
公
正
に

関
す
る
問
題
が
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
運
動
が
作
り

出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
問
題
を
提

起
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
り
、
し
ば
し

ば
、
痛
み
を
伴
う
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。

結
論

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
運
動

は
、
潜
在
的
な
可
能
性
に
満
ち
て
お
り
、

国
家
と
い
う
シ
ス
テ
ム
と
資
本
主
義
に
対

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
抵
抗
運
動
を
効
果
的

に
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
運
動
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
運
動
を
強
力
に
展
開
す
る
上
で
は
多
く

の
障
害
が
あ
る
（
言
語
上
の
障
害
、
資
金

の
欠
如
、
帝
国
主
義
と
植
民
地
主
義
の
遺

産
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
的
不
公
正
な

ど
）。
し
か
し
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
信
念

の
中
で
は
、
世
界
中
の
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
が

と
も
に
努
力
す
る
こ
と
で
こ
う
い
っ
た
障

害
は
克
服
さ
れ
る
、
と
い
う
確
信
が
中
心

を
占
め
て
い
る
。障
害
を
克
服
し
、グ
ロ
ー

バ
ル
な
運
動
を
実
現
で
き
る
の
か
は
、
私

た
ち
自
身
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
の
際
に
、
今
回
の
よ
う
な
集
会
は
重
要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

（
翻
訳
／
田
中
ひ
か
る
）

河
西
蔵
書
の
収
納
完
了

　

09
年
12
月
に
亡
く
な
っ
た
河
西
善
治
氏

の
蔵
書
が
全
て
セ
ン
タ
ー
に
納
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
３
年
ほ
ど
の
間
、
数
回
に
わ

た
っ
て
受
領
し
、
吉
倉
に
収
納
さ
れ
た
蔵

書
は
12
月
に
最
後
の
分
を
運
び
終
え
ま
し

た
。

　

蔵
書
は
現
在
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
か
ら
整

理
の
た
め
書
架
に
移
し
か
え
ら
れ
、
整
理

と
目
録
作
成
の
作
業
に
入
り
ま
す
。
実
際

に
取
り
か
か
る
の
は
し
ば
ら
く
先
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
よ
う
や

く
一
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
以
後
の
進
捗
状
況
は
追
っ
て
報
告
し

ま
す
。
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大
杉
栄
・
伊
藤
野
枝
・
橘
宗
一 

没
後
90
周
年

２
０
１
３
年 

主
要

関
連
刊
行
物
リ
ス
ト

◎
５
月

「
野
枝
さ
ん
を
さ
が
し
て
／
定
本
伊
藤

野
枝
全
集
（
補
遺
・
資
料
・
解
説
）」

　

堀
切
利
高
編
著
／
學
藝
書
林

　
【
目
次
】
真
の
要
求
は
女
の
自
覚
の
後

／
西
原
和
治
と
雑
誌
『
地
上
』
／
英
雄

と
婦
人
／
著
作
中
に
あ
ら
わ
れ
た
書
簡
／

私
の
学
校
時
代
／
書
簡
後
藤
新
平
宛
）
／

２
（
大
杉
栄
と
堀
保
子
の
結
婚
を
祝
う
葉

書
／
自
由
恋
愛
の
犠
牲
者
／
堀
保
子
編
輯

『
あ
ざ
み
』
／
野
枝
さ
ん
の
墓

◎
６
月

「
大
杉
栄
と
仲
間
た
ち
―
『
近
代
思
想
』

創
刊
１
０
０
年
」

　
「
大
杉
栄
と
仲
間
た
ち
」
編
集
委
員

会
編
／
ぱ
る
出
版

　

詳
細
は
本
紙
前
号
参
照

◎
９
月

「
新
編 

大
杉
栄
追
想
」

　

山
川
均
ほ
か
著
／
土
曜
社

【
執
筆
者
】
山
川
均
／
村
木
源
次
郎
／
安

成
二
郎
／
山
崎
今
朝
弥
／
和
田
久
太
郎
／

賀
川
豊
彦
／
岩
佐
作
太
郎
／
堀
保
子
／
内

田
魯
庵
／
松
下
芳
男
／
土
岐
善
麿
／
大
近

藤
憲
二
／
馬
場
孤
蝶
／
宮
島
資
夫
／
有
島

生
馬
／
久
米
正
雄
／
解
説
・
大
杉
豊

◎
９
月

「
も
う
一
つ
の
非
命 

橘
宗
一
少
年
記
」

　

西
村
修
著
／
海
曜
社

　
【
目
次
】
墓
碑
の
発
見
／
一
九
七
五
年

第
一
回
墓
前
祭
／
あ
や
め　

幼
い
日
々
の

憂
い
／
父
・
東
の
死
／
一
〇
歳
の
あ
や
め

　

兄
・
榮
と
の
対
面
／
一
九
一
六
年
、
妹

た
ち
の
明
暗
／
宗
一　

帰
国
の
日
々
／
宗

一
か
ら
の
手
紙
／
震
災
後
の
狂
乱
／
転

が
っ
た
「
赤
い
リ
ン
ゴ
」
／
母　

あ
や
め

の
悲
嘆
／
惣
三
郎
の
無
念
／
軍
人　

甘
粕

の
命
乞
い
／
一
年
後
、
狙
撃
事
件
の
衝
撃

／
サ
ッ
コ
、
ヴ
ァ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
事
件
／
和

田
久
太
郎
の
俳
句
／
一
九
二
九
年
、
あ
や

め
の
死
／
終
章　

破
局
か
ら
の
出
発
、
他

◎
10
月

「
千
本
組
始
末
記 

ア
ナ
キ
ス
ト
や
く
ざ

笹
井
末
三
郎
の
映
画
渡
世
」（
新
版
）

　

柏
木
隆
法
著
／
平
凡
社

　
【
目
次
】「
天
久
」
爽
春
譜
／
千
本
組

誕
生
／
明
治
か
ら
大
正
へ
／
川
崎
・
三
菱

両
造
船
所
大
争
議
／
末
三
郎
出
奔
／
大
杉

栄
と
「
血
桜
団
」
／
ギ
ロ
チ
ン
社
事
件
／

大
堰
川
の
決
闘
／
日
活
撮
影
所
時
代
／
宮

島
資
夫
出
家
の
波
紋
／
マ
キ
ノ
ト
ー
キ
ー

の
興
亡
／
長
二
郎
遭
難
／
千
本
組
分
解
／

岡
本
潤
追
放
／
松
本
常
保
と
の
再
会
／

「
琴
姫
七
変
化
」
前
後
／
故
郷
へ
／
再
版

追
記

◎
11
月

「
現
代
に
甦
る
大
杉
榮 

自
由
の
覚
醒
か

ら
生
の
拡
充
へ
」

　

飛
矢
崎
雅
也
著
／
東
信
堂

　
【
目
次
】
大
杉
の
思
想
的
原
点

－

「
自

叙
伝
」
世
界
（「
自
由
」
の
原
点
／
「
社
会
」

の
原
点
／
大
杉
の
思
想
的
原
点
）
／
「
自

由
」
と
「
社
会
」

－

大
杉
の
ア
ナ
ー
キ
ズ

ム
（
大
杉
と
同
時
代
／
〈
生
の
拡
充
〉

－

「
反
逆
」の
原
理
／〈
征
服
の
事
実
〉と〈
相

互
扶
助
〉
／
自
由
連
合
論
／
「
乱
調
」
の

ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
）

「
ア
ナ
キ
ズ
ム 

第
17
号 

特
集

：

大
杉
栄

と
現
在

－

１
９
２
３
～
２
０
１
３
」

　

ア
ナ
キ
ズ
ム
誌
編
集
委
員
会

　
【
目
次
】
巻
頭
座
談
会
「
い
ま
、
大
杉

栄
を
語
る
と
い
う
こ
と
」／
田
中
ひ
か
る
・

大
杉
栄
の
文
章
は
な
ぜ
読
み
つ
が
れ
る
の

か
？
／
水
津
哲
・
春
三
月
縊
り
残
さ
れ
花

に
舞
ふ
／
小
林
坩
堝
・
詩
篇
・
魔
子
／
栗

原
康
・
蜂
起
の
思
想
／
高
野
慎
三
・
映
画

『
シ
ュ
ト
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
ク
ッ
』

制
作
意
図
／
古
屋
淳
二
・
映
画
『
シ
ュ
ト

ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
ク
ッ
』
を
め
ぐ
っ

て
／
廣
川
毅
・
古
田
大
次
郎
を
演
じ
て
み

て
、
幾
つ
か
思
う
こ
と
／
白
仁
成
昭
・
大

杉
栄
の
革
命
観
／
久
保
隆
・
大
杉
以
後
の

場
所ア

ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン
タ
ー
発
行

「
大
正
ア
ナ
キ
ス
ト
覚
え
帖
」

　
　
　
　
　
　
　
　

廣
畑
研
二
著

【
目
次
】
労
働
運
動
社
と
ギ
ロ
チ
ン

社
／
甘
粕
事
件
と
敵
討
ち
／
ギ
ロ
チ

ン
社
事
件
／
年
譜
文
献
資
料
／
ア
ン

ソ
ロ
ジ
ー　

抵
抗
の
記
憶
（
橘
あ
や

め
、
水
沼
辰
夫
他
）【
版
型
】
Ａ
５
、

１
０
４
頁
【
定
価
】
１
０
０
０
円

【
購
入
方
法
】
郵
便
振
替
（
Ａ
文
献
セ

ン
タ
ー
口
座
・
本
紙
奥
付
記
載
）
に

部
数
、
氏
名
住
所
を
ご
記
入
の
上
、

送
料
（
一
部
80
円
）
を
合
計
し
た
金

額
を
ご
送
金
く
だ
さ
い
。
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没
後
八
十
五
年 

和
田
久
太
郎
の
は
え
あ
る
と
き

後
藤
優
子

Ⅲ　

雪
の
風
が
告
げ
る

　
　

も
ろ
も
ろ
の
悩
み
も
消
ゆ
る
雪
の
風

　

和
田
久
太
郎
著
『
獄
窓
か
ら
』
の
巻

頭
に
あ
る
こ
の
句
を
目
に
し
た
の
は
、

今
か
ら
一
年
ほ
ど
前
の
こ
と
だ
。
そ
こ

に
ふ
る
び
て
端
の
ほ
う
は
や
ぶ
け
幾
重

に
も
折
り
あ
と
の
あ
る
紙
き
れ
が
写
っ

て
い
た
。
題
詞
に
「
辞
世
」
と
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
句
は
、
一
気
に
書
か
れ
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
紙
上
に
は
複
数

の
書
き
直
し
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
奇
妙
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、

そ
の
痕
跡
を
認
め
る
と
同
時
に
、
ひ
と

つ
の
思
い
が
心
に
う
か
ん
だ
。
彼
の
生

を
た
ど
り
ゆ
く
う
ち
、
思
い
は
や
が
て

確
信
に
か
た
む
い
て
い
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
終
極
、
彼
が
わ
れ
わ
れ
に
見
せ
た

か
っ
た
の
は
「
書
き
直
す
」
と
い
う
行

為
そ
の
も
の
だ
っ
た
、
の
で
は
な
い
か

と
。

　
『
獄
窓
か
ら
』
に
収
め
ら
れ
た
エ
ッ

セ
ー
「
句
作
の
お
も
ひ
出
」
の
冒
頭
に

は
「
考
へ
て
見
る
と
、
僕
の
半
生
に
は
、

俳
句
と
い
ふ
も
の
が
か
な
り
深
い
關
係

を
持
つ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
。
ふ
い
に
お

と
な
の
世
界
に
投
げ
こ
ま
れ
た
少
年
に

と
っ
て
、
作
句
は
、
見
よ
う
見
ま
ね
で

あ
っ
て
も
み
ず
か
ら
世
界
を
記
述
し
て

い
く
場
で
あ
っ
た
。
初
め
て
の
句
は
大

阪
で
正
式
に
丁
稚
と
し
て
働
き
始
め
た

十
三
歳
の
と
き
の
作
。
紀
元
節
の
朝
に

大
雪
が
降
っ
た
う
れ
し
さ
に
仕
事
を
放

り
だ
し
近
所
の
丁
稚
と
雪
遊
び
を
し
て

い
て
番
頭
に
叱
ら
れ
「
大
雪
で
國
旗
出

す
の
も
忘
れ
け
り
」
と
十
七
文
字
を
つ

ら
ね
た
。
技
巧
も
な
に
も
な
い
一
筆
書

き
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
自
身
の
姿
を
客

観
的
に
描
出
し
て
み
せ
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
店
の
先
輩
に
光
躬
と
い
う
俳
号
を

持
つ
人
物
が
お
り
、
和
田
は
彼
か
ら
手

ほ
ど
き
を
受
け
る
と
「
錦
江
」（
故
郷
明

石
の
錦
江
城
に
ち
な
む
）
の
号
を
も
ら

う
。
こ
の
こ
ろ
光
躬
に
批
評
し
て
も
ら
っ

た
と
い
う
句
の
う
ち
で
、
興
味
深
い
も

の
に
「
憂
き
郎
を
待
つ
身
と
な
り
て
鮓

の
桶
」
が
あ
る
。
な
に
か
で
読
ん
だ
“
憂

き
郎
を
待
つ
”
と
い
う
こ
と
ば
が
使
っ

て
み
た
く
て
“
鮓
の
桶
”
の
語
を
も
ち

い
た
、
と
の
こ
と
だ
が
、
当
時
を
振
り

か
え
り
「
十
三
や
四
の
小
僧
に
『
憂
き

郎
を
待
つ
』
女
の
心
な
ん
か
が
解
つ
て

堪
つ
た
も
ん
ぢ
ゃ
な
い
」
と
苦
笑
し
て

い
る
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
、
自
己
劇
化

の
妙
味
が
う
か
が
え
る
。

　

作
句
の
一
方
、
和
田
は
、
現
物
屋
で

一
人
前
の
仕
事
を
ま
か
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

　

―
―
僕
は
十
五
の
春
か
ら
羽
織
を

着
せ
て
貰
つ
て
自
用
俥
で
華
客
廻
り

を
や
ら
さ
れ
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
何

よ
り
の
見
得
で
あ
り
、
得
意
で
も
あ

つ
た
。
御
芽
出
度
い
小
僧
だ
つ
た
の

だ
ね
。

　

学
業
を
中
断
し
た
の
は
経
済
的
な
理

由
に
よ
る
が
、「
早
く
偉
い
も
の
に
な
り

た
い
」と
い
う
願
望
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

俳
句
に
求
め
た
の
は
、
べ
つ
な
実
存
の

あ
り
か
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
新
聞

に
投
句
を
始
め
た
彼
は
、
広
告
で
見
か

け
た
「
サ
エ
ズ
リ
」
の
同
人
・
白
花
蛇
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を
訪
ね
る
。
そ
こ
で
親
身
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
「
俳
壇
へ
首
を

突
込
ん
だ
第
一
歩
」
と
な
っ
た
。
当
時

は
各
地
方
の
俳
誌
が
さ
か
ん
で
あ
り
、

全
国
的
な
「
五
句
集
」「
十
句
集
」
の
類

も
多
か
っ
た
。
彼
は
投
句
を
続
け
な
が

ら
「
地
方
に
於
け
る
未
知
の
俳
友
と
親

し
み
得
る
嬉
し
さ
」
に
か
な
り
広
い
方

面
と
関
係
を
む
す
ん
で
い
た
ら
し
い
。

さ
ら
に
運
座
に
も
参
加
し
元
老
た
ち
と

相
知
る
よ
う
に
な
る
と
「
心
中
大
い
に

得
意
が
つ
て
」
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、

小
蛄
庵
小
集
に
お
い
て
、
そ
の
元
老
た

ち
の
句
が
「
平
凡
陳
腐
」
だ
と
罵
倒
さ

れ
る
事
件
が
起
こ
る
。
和
田
は
「
大
い

に
驚
い
た
」
の
だ
が
、『
続
春
夏
秋
冬
』

や
『
日
本
俳
句
』
欄
の
句
を
み
せ
ら
れ

る
と
、
な
る
ほ
ど
と
共
鳴
せ
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
そ
の
二
三
日
後
、

俳
号
を
「
酔
蜂
」
と
あ
ら
た
め
る
。
ほ

ど
な
く
、
伝
統
的
な
定
型
や
季
題
を
打

破
し
「
深
い
主
観
の
内
在
力
」
が
に
じ

み
出
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
「
新
傾
向

俳
句
」
が
高
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
時
の
衝
撃
を
和
田
は
こ
う
語
る
。

　

雁
と
云
へ
ば
淋
し
い
悲
し
い
思
ひ

を
表
は
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
、
清
水

と
い
へ
ば
そ
の
清
澄
な
涼
し
い
趣
き

を
詠
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
い
ふ
様

な
固
定
觀
念
に
の
み
支
配
さ
れ
て
ゐ

る
俳
壇
に
飽
き
足
ら
な
か
つ
た
新
人

に
と
つ
て
は
、
こ
れ
等
の
句
は
確
か

に
新
方
面
を
示
し
て
く
れ
た
處
の
一

驚
異
だ
つ
た
の
だ
。（
略
）
新
傾
向
派

の
風
靡
は
、
碧
梧
桐
崇
拝
へ
と
移
つ

て
行
つ
た
。
碧
梧
桐
は
「
碧
師
」
と

仰
が
れ
、
彼
れ
が
中
村
不
折
よ
り
六

朝
風
を
學
ん
で
書
し
始
む
る
や
、
猫

も
杓
子
も
そ
れ
を
真
似
た
。「
龍
眠
帖
」

（
不
折
の
習
字
手
本
だ
）
と
龍
眠
筆
を

所
持
し
、
折
釘
流
の
文
字
を
書
か
ね

ば
俳
人
ぢ
や
な
い
と
い
ふ
様
な
騒
ぎ

だ
。
僕
も
又
、
こ
の
渦
巻
に
ま
き
込

4

4

4

4

4

4

4

4

ま
れ
た

4

4

4

。

　

み
ず
か
ら
は
「
一
句
党
」
と
卑
下
し

な
が
ら
、
河
東
碧
梧
桐
の
『
續
日
本
俳

句
鈔
』
に
自
作
が
載
せ
ら
れ
た
こ
と
も

あ
る
。
俳
句
を
捨
て
る
ま
ぎ
わ
に
俳
友

と
吟
行
し
た
と
き
の
作
は
「
そ
の
荒
壁

の
主
じ
鶏
頭
節
く
れ
て
」。
本
人
い
わ
く

「
随
分
ぎ
こ
ち
な
い
」
が
「
句
の
よ
し
あ

し
は
兎
に
角
」
そ
の
当
時
の
句
風
が
現

れ
て
い
る
と
思
う
、
と
。
こ
こ
ま
で
熱

中
し
た
俳
句
を
和
田
が
捨
て
る
こ
と
に

な
る
の
は
、
前
号
で
書
い
た
重
大
な
精

神
的
危
機
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

　
「
久
太
句
屑
」
の
大
正
五
年
ご
ろ
の
句

に
は
新
傾
向
の
作
風
を
感
じ
さ
せ
る
作

品
が
あ
る
。
上
述
し
た
句
と
異
な
る
の

は
、
す
で
に
社
会
主
義
運
動
に
没
入
し

て
、
道
路
人
夫
な
ど
を
し
て
い
た
と
き

に
「
フ
ト
」
つ
く
っ
た
数
少
な
い
作
で

あ
る
こ
と
だ
。

浴
衣
褪
せ
て
日
中
を
夢
の
よ
な
男

金
魚
摑
み
殺
し
た
る
性
慾
の
悩
み

　

一
句
め
は
、
二
十
一
歳
の
夏
、
自
殺

未
遂
に
失
敗
し
て
見
知
ら
ぬ
街
を
彷
徨

し
た
こ
ろ
の
自
画
像
か
。
そ
う
だ
と
し

て
、「
ゆ
か
た
あ
せ
て
」
の
な
に
か
疲
れ

た
感
じ
も
し
く
は
壮
絶
さ
を
、「
ひ
な
か

を
ゆ
め
の
よ
な
お
と
こ
」
が
、
ふ
わ
っ

と
疎
句
的
に
止
揚
し
て
い
る
。
和
田
ら

し
い
実
存
を
思
わ
せ
る
句
で
あ
る
。
二

句
め
は
、
字
余
り
と
大
胆
な
句
ま
た
が

り
に
特
徴
が
あ
る
。
し
か
も
語
の
選
択
、

配
置
は
こ
れ
以
外
あ
り
え
な
い
と
こ
ろ

ま
で
絞
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
定
型
を
発

条
に
し
て
み
ご
と
だ
。
ど
ち
ら
の
句
も

季
題
趣
味
打
破
に
と
ど
ま
ら
な
い
無
二

の
鮮
烈
な
輝
き
が
あ
る
。

　

僕
は
俳
句
を
捨
て
て
か
ら
、
丁
度

今
年
で
十
三
年
に
な
る
。
こ
の
間
差

入
に
な
つ
た
或
る
本
の
扉
に
、
碧
梧

桐
と
井
泉
水
と
の
近
作
ら
し
い
の
が

四
五
句
載
せ
て
あ
つ
た
が
、
讀
ん
で

少
し
も
い
い
と
は
思
は
な
か
つ
た
。

俳
諧
の
潮
流
に
遅
く
れ
て
し
ま
つ
た

か
ら
か
な
？

　

獄
中
の
彼
の
こ
と
ば
は
わ
れ
わ
れ
を

微
笑
ま
せ
る
。
同
時
に
し
ん
み
り
も
さ

せ
る
。
和
田
が
潮
流
に
遅
れ
た
の
で
は

な
い
。
彼
が
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
潮
流
は

終
焉
し
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
そ

の
目
は
依
然
曇
っ
て
い
な
い
。
新
傾
向

俳
句
が
生
み
出
し
た
い
わ
ば
ぎ
こ
ち
な

さ
の
魅
力
は
、
や
が
て
、
斬
新
さ
を
求

め
る
傾
向
か
ら
詰
屈
に
流
れ
る
弊
に
堕

し
て
い
っ
た
。
対
照
的
に
、「
俳
壇
」
か

ら
距
離
を
置
き
、
社
会
主
義
運
動
に
活

躍
の
場
を
見
い
だ
し
た
和
田
の
句
は
、

詰
屈
さ
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
在
な
も
の

に
な
っ
て
い
る
。

　

当
時
の
俳
壇
も
文
壇
も
い
っ
こ
う
世

界
に
開
か
れ
た
場
で
は
な
か
っ
た
。
た

と
え
ば
「
碧
師
」
は
、
断
続
的
に
約
三

年
半
の
俳
句
行
脚
を
こ
こ
ろ
み
た
が
、

そ
れ
は
パ
ト
ロ
ン
に
支
え
ら
れ
た
潤
沢

な
「
三
昧
」
で
あ
っ
た
。
大
正
期
の
文

学
界
に
は
、
需
要
過
剰
の
安
定
し
た
市

場
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
特
殊
な
事
情

が
存
在
し
た
。
国
外
で
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
戦
争
も
、
そ
れ
を
不
可
視
の
も
の

と
し
て
し
り
ぞ
け
た
作
家
た
ち
に
と
っ

て
は
、
つ
か
の
ま
の
小
春
日
和
だ
っ
た
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11
後
の
現
在
を
逆
照
射
し
て
い
る
。

　

和
田
が
、
自
死
を
決
め
て
か
ら
そ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
な
い
態
度
で
こ
と
ば
を

再
記
述
し
続
け
た
こ
と
が
、
今
信
じ
ら

れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
「
現
在
教
」
に
ぬ

か
ず
い
て
は
な
ら
な
い
。
従
前
、〈
原

理
〉
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
。
世
界

は
わ
れ
わ
れ
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
の

だ
。
雪
の
風
が
告
げ
る
。
そ
れ
は〈
偶
然
〉

吹
き
す
ぎ
る
の
だ
、
と
。

　
　

―
―
特
定
秘
密
保
護
法
案
の
可
決

　
　

さ
れ
た
二
〇
一
三
年
一
二
月
に

〈
完
〉

か
も
し
れ
な
い
。
自
足
的
な
条
件
の
も

と
、
彼
ら
は
、
本
能
的
に
？
自
分
た
ち

だ
け
の
世
界
の
境
界
を
さ
だ
め
、
社
会

か
ら
孤
立
し
た
領
域
を
つ
く
ろ
う
と
し

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
こ
で

4

4

4

い
か

に
〈
逸
脱
〉
を
し
よ
う
と
も
、
限
界
が

奈
辺
に
あ
る
か
把
握
さ
れ
た
自
由
は
、

や
が
て
硬
直
化
す
る
傾
向
を
は
ら
ん
で

い
た
。
か
か
る
状
況
で
〈
芸
術
〉
は
記

号
と
し
て
消
費
さ
れ
て
い
く
。
非
政
治

的
な
言
語
が
審
美
的
で
芸
術
的
な
言
語

と
さ
れ
た
。
エ
リ
ー
ト
主
義
・
男
性
優

位
主
義
・
個
人
主
義
の
露
呈
で
あ
る
。

そ
こ
に
「
わ
れ
」
は
い
て
も
「
わ
れ
わ

れ
」は
存
在
し
な
い
。
文
学
的
内
向
性
は
、

個
人
を
〈
他
者
〉
に
遭
遇
さ
せ
る
機
会

を
奪
う
。
閉
じ
ら
れ
た
そ
の
場
に
は
、

ひ
と
を
孤
独
な
個
人
的
営
為
へ
と
従
属

さ
せ
よ
う
と
す
る
政
治
シ
ス
テ
ム
の
価

値
観
が
正
し
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

か
か
る
時
代
の
潮
流
に
さ
か
ら
う
か

の
よ
う
に
、
和
田
は
、
収
監
後
ふ
た
た

び
俳
句
に
向
か
う
。
そ
れ
は
三
年
半
ば

か
り
の
時
間
で
あ
っ
た
が
、
死
と
、
同

時
に
生
と
に
見
入
ろ
う
と
す
る
態
度
は
、

最
後
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
。「
孤
囚
漫

筆
」
で
彼
は
語
る
。

　

囚
人
は
、
あ
る
意
味
か
ら
『
生
け

る
屍
』
と
云
つ
て
い
い
。
が
斯
う
し

た
生
を
味
ふ
深
刻
さ
か
ら
言
へ
ば
、

囚
人
は
却
つ
て
『
全
的
に
生
き
る
者
』

と
言
ひ
得
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
監
獄
は
け
っ
し
て
社
会
か
ら
へ

だ
て
ら
れ
た
場
で
は
な
か
っ
た
。
エ
ッ

セ
ー
「
死
刑
を
直
視
し
つ
つ
」
で
、
彼

は
自
分
の
行
動
を
「
空
彈
だ
つ
た
な
ど

と
い
ふ
お
茶
番
め
い
た
事
に
終
わ
つ
て

し
ま
つ
た
が
、
し
か
し
死
刑
に
な
れ
ば
、

僕
の
行
動
は
失
敗
を
取
り
返
し
て
餘
り

あ
る
程
の
意
義
が
加
は
る
ん
だ
ぞ
。
僕

等
の
死
刑
が
同
志
の
上
に
齎
す
影
響
―

―
、
社
會
人
心
に
及
ぼ
す
影
響
―
―
そ

れ
を
今
に
思
ひ
當
る
が
い
い
。
よ
し
、

僕
は
喜
ん
で
死
刑
に
な
ら
う
―
―
」
と

述
べ
た
。
し
か
し
、
人
心
4

4

は
、
違
っ
て

い
た
の
だ
。

　
『
エ
ラ
イ
變
つ
た
社
會
主
義
者
や
さ

う
な
―
―
』

夕
方
、
窓
の
外
を
歸
つ
て
行
く
一
群

の
囚
人
の
中
か
ら
、
斯
う
さ
ゝ
や
く

聲
が
聞
え
た
。

昨
年
十
一
月
、
或
る
風
の
吹
く
夕
方

に
も
、
や
は
り
同
じ
一
群
の
人
達
が
、

『
社
會
主
義
者
が
來
る
と
お
菜
が
よ
く

な
る
つ
て
言
ふ
け
ど
、
一
向
に
駄
目

ぢ
ゃ
な
い
か
』
な
ど
ど
言
ひ
な
が
ら

窓
の
下
を
通
つ
た
。が
、そ
の
時
に
は
、

た
ゞ
苦
笑
を
さ
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な

か
つ
た
。
し
か
し
今
日
の
『
エ
ラ
イ

變
つ
た
社
會
主
義
者
や
さ
う
な
―
―
』

と
い
ふ
言
葉
を
聞
い
た
時
に
は
、
冷

め
た
い
、
死
人
臭
い
、
實
に
氣
味
の

悪
い
手
で
す
う
ー
と
顔
を
逆
か
撫
で

し
ら
れ
た
如
く
に
感
じ
、
ブ
ル
ブ
ル

と
體
の
慄
え
る
の
を
覺
え
る
と
同
時

に
、
水
濞
の
や
う
な
味
氣
な
い
泪
が

ポ
ト
ポ
ト
と
腹
の
底
へ
沁
み
込
ん
だ

（「
孤
囚
漫
筆
」）。

　

連
帯
？
己
は
夢
を
見
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
―
―
。
そ
の
と
き
彼
は
み
ず
か
ら

の
敗
北
を
識
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
気

味
の
悪
い
震
え
、
は
来
た
る
べ
き
時
代

を
正
し
く
予
見
し
て
い
た
の
だ
。
関
東

大
震
災
は
ひ
と
び
と
の
潜
在
意
識
に
蓄

積
し
て
い
た
も
の
を
暴
き
だ
し
た
。
そ

れ
は
社
会
的
階
級
に
か
か
わ
ら
ず
〈
他

者
〉
を
容
れ
な
い
世
界
で
は
な
か
っ
た

か
。
大
正
期
の
「
生
命
の
跳
躍
」
は
、

概
念
と
し
て
の
留
保
を
欠
き
、
最
初
か

ら
批
判
精
神
を
受
け
つ
け
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
朦
朧
た
る
人
心
は
、
無
思
想

の
思
想
で
あ
る
「
日
本
主
義
」
と
合
一

し
、
や
が
て
み
ず
か
ら
カ
タ
ス
ト
ロ
フ

へ
の
道
を
進
ん
で
い
く
。
歴
史
は
く
り

か
え
す
、
の
で
は
な
く
、
問
題
の
解
決

は
手
つ
か
ず
で
残
さ
れ
た
ま
ま
に
、
３
・


